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D214E

設定したパーツ

D214A D214B

D214C

D214D

D214F

　 は 、 縦
桟あるいは横桟の一部
を欠取り、唐草パネル
を組込むデザインの方
法です。格子の表面に
貼り付ける方式ですと
背後の桟も見えてしま
いますが、このような組
み方で唐草パネルの
形が鮮明に解かるよう
になるメリットがあります。
　注意したいのは、唐
草パネルの奥行がたて
子の奥行より小さくなら
ないようにすることです。

図 D214A,B,C
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　 では、中桟をバスケットの連続に変えましたの
で、それに伴い剣先もバスケット形に変更しました。
図D214D

  図214Eは単体の唐草パネルではなく、4個のC唐草の組
合せでパネル状に見せています。好みの唐草パネルが
見つからない場合などに利用すると便利なデザイン技法
です。

　壁が厚く、窓が奥に引っ込んでいる場
合は、 のように壁開口部の
サイドをねらって窓格子を取付ける例を
よく見ます。
　煉瓦積みの建物の場合、格子の取付
アームの高さまで積上げたところでもう
窓格子をセットして下側のアームを目
地で呑込んでしまい、さらに上のアーム
位置まで積上げてアームを呑込むとい
う方法なので、ベースプレートもジョイン
トも煉瓦の切欠きも無いスッキリとした
取付部となります。
　写真はロンドンの街角のものですが、
日本でも横浜赤煉瓦倉庫の未改修保
存部分の窓格子などにこの取付方法を
見ることが出来ます。

写真D214F

D214
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D215C

D215A D215B

D215D D215E
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　　　　　＋
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　このページでは、ベースプレート専用パーツや、ローゼットを
はじめ取付ベースプレートとして利用できそうなパーツを使用し
た例を提案いたします。
　 では、横桟を壁側に延長し、ベースプレートの
パーツを付けた方式です。前ページの例に比べて取付部分と
本体がより一体化して見えます。
　 は、両端のたて子を壁まで延長したスタイルです。ほ
かのたて子の上下端部と同じ剣先を曲げ加工、穴開け加工し
てペースプレート代わりにしています。より一体感が増しました。
　 は、取付アームに丸棒、ベースプレートにローゼット
を流用して、フラットバーで出来ている本体格子部分とあえて異
なる要素を組合せました。
　その他いままでと異なる考え方として、 は主に
283.10.060という長尺のモールを切断したり溶接したりして窓格
子を構成してみました。

は格子の下部にS唐草を見込方向に並べるデザイン
を提案しています。手前に膨らんだ感じが手軽に出せます。鉢
を置けるといった実用的用途を持たせた提案はD217ページ等
を参照してください。

図D215A,B,E

図D215C

図D215D

図D215D

　図D215E
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D215
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D216D D216E

D216C

D216A D216B

　前ページまでは縦桟を基本としたデザインを提
案してきましたが、その他に、同じ唐草や唐草パ
ネルを並べて格子状にすることができます。
　この場合、唐草そのものの形よりも、連続したこ
とによる思いがけない形が見えてきたり、唐草に
囲まれた空白の形がインパクトを持つことも多くあ
ります。
　決まった寸法に治まらない場合は の
左右の処理のように一部を切り取って使用したり、

のようなデザイン処理をして寸法合わせ
をします。さらに のいちばん右の側面図
のように使って奥行を一体感を持ってデザインす
ることもできます。もう１列足せば、プランターボッ
クスを置くスペースが生まれます。この場合は底
をスノコ状にするとか、取付個所を増やして重量
を受けられるようにする、あるいは上方からの侵
入に備える策などを加えます。

図D216A

図D216D
図D216C
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000.30.045(30X8)

456.20.042(12X6)

458.20.042(12X6)064.05.000
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D216



 info@lecky.co.jp    http ://www.lecky.co.jp info@lecky.co.jp    http ://www.lecky.co.jp Tel:048-423-4371  Fax :048-423-4372Tel:048-423-4371  Fax :048-423-4372

㈱レッキーメタルオーナメントジャパン㈱レッキーメタルオーナメントジャパン

999A

設定したパーツ

D217A

D217B

　図D217A

図D217B

は、頂部をアーチ枠にしました。バルコニー用たて
子の流用です。図ではわかりませんが、底をスノコ状にしたの
で小さい鉢を置くことができます。鉢の高さ分窓格子を下に伸
ばして、室内から見た場合鉢が隠れて草花だけが見えます。
水やりの際不用意に室内にこぼれるのを防止する意味もあり
ます。ちょっとしたことで取付後の使い勝手がよくなりますので、
デザインする時点で寸法決めの根拠に活用できます。

　 では、アーチ上部用の唐草パネルを頂部に利用し
ました。下のほうはバルコニー用たて子を使ってふくらみを持
たせたデザインです。ふくらみの両サイドはちょうど収まる専
用の唐草パネルパーツがあるので、これを使いました。

D217C

※鉢置き可能
に変更

　鉢やプランターボックスを置けるように
するためには、窓格子の奥行が必要で
す。そのために、両サイドがガラあきに
なってしまいますので適当なパーツを補
充しましょう。正面に使われているパー
ツを持ってくるとまとまりがよくなります。
　 の矢印の先にそのよ
うな例を示しました。
図D217B,D217C

■　V&A博物館鉄工芸展示室 　ロンドン屈指の展示スペースを誇
るヴィクトリア&アルバート博物館
(V&A)には建築関連のロートアイア
ンを中心に、鉄工芸を展示した一
角があります。ヨーロッパのどの町
でも見かける鉄工芸建築装飾のせ
いか、関心を持って観ている来場
者は少なく、アジアやオーストラリ
アからの団バスツアー客は足早に

通り過ぎていってしまいます。イタリア、ドイツ、
イギリスなど大体地域別に展示されていて、中
世からごく最近までのものがほとんどです。
　館内レストランでは、イギリスの誇る工芸デザ
イナー・ウィリアム　モリスの壁紙の部屋で食事
やお茶が楽しめます。

※鉢置き可能
　　に変更
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■　鉢が置ける窓格子

D217
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窓格子
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■　窓手摺

　窓手摺は室内からの落下防止柵の用途として用
いられます。ですから基本的に普通の手摺やフェ
ンスと同じです。ただ多くの場合、取付け方法が壁
面取付となるため、窓格子と同じ取付方法を採りま
す。
　デザイン的にも手摺、フェンスのデザインを修正
するだけで窓手摺として使えるようになるので、そち
らのページも参照してください。
　手摺の高さは室内床からの高さをもとに決定しま
す。床から窓下の高さが65から80cm位ある場合、

のようにハンドレール主体の低い窓手摺も可
能です。
　 以下はそれをベースにしたバリエーショ
ンです。

図
D231A

図D231B

D231A

D231B

D231C

D231E
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●持出し用ブラケット例
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D231F
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●　花台としても
利用出来るタイプ

　バルコニー用のた
て子を使った例を

に 示
します。

図
D232A,D232B

　図D232Eもバルコニー用た
て子を使用した例です。右端
の図は草花の鉢が置ける奥
行を取りたい花台の改造例
です。

　単体の唐草を連続
させてハネル状にし
て 使 用 す る 例 を

に示し
ます。

図
D232C,D232D

D232
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D233A

設定したパーツ

会社概要

D233B

D233C

　図D233Aでは上桟(ハンドレール)両端のコー
ナー部にハンドレールヤクモノの を
利用して を持たせています。それに伴いたて
子の唐草287 .20 .043も角度を付けながら曲
がって行くデザインです。

420.00.095
R

　 では上桟(ハンドレール)両端のコー
ナー部にハンドレールヤクモノの420.00.095を
利用してRを持たせています。それに伴いたて
子の唐草287 .20 .043も角度を付けながら曲
がって行くデザインです。

図D233A

　 では952.88.000,953.88.000を改造
したり他のパーツを足したりしてまとめています。

図D233B,写真D233C

D233D D233E

D233
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D234

　 は、アーチ材を平面に倒して使用
し、窓や壁に対して真ん中が飛び出している窓手摺
です。草花の鉢も置ける上、垂直で平らな壁の窓部
分に曲線の柔らかい変化が付きます。

図D234B,D234D

D233B

383.04.000

442.00.095(30X8)

000.30.114(14φ)

442.00.253(30X30X2.0t)

131.05.014

D234B

D234C

D234D

127.04.075(25X25)

000.30.075(20X20)

000.30.014(14X14)

436.00.095(30X8)

436.00.095(30X8)
353.31.014(14φ)

000.40.114

543.05.000

D234A 　図D233Aは普通の手摺用たて子を
使っていますが、下部を壁側に折り曲
げる加工をして、取付用フラットバー
に溶接しています。ハンドレールの
R部分はアーチ材を流用しています。

167.40.024(12X12)

541.40.024(12X12)加工

542.40.024(12X12)加工

366.31.024
(12X12)

212.04.000

000.30.051(25X8)

●　花台としても
利用出来るタイプ

436.00.374(25X25X2.5t)

000.30.374(25X25X2.5t)

D234E D234F
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D251

D251A

  門扉も、手摺や窓格子と同様レッキーメタルのパーツを組み上げてい
くだけで手軽にロートアイアンの雰囲気を作ることができます。ただし、
今までの例のように一度固定してしまえばよかったアイテムとは違い、
開閉や施錠解錠が日常的に行われることを考慮して、ユーザーのニー
ズに最も適したヒンジや錠、ハンドルなどを選択しなけ
ればなりませんし、取付方法や取付ける側の材質、強
度も十分なものである必要があります。
　一般的に日本で多く行われている、鉄パイプの支柱を
地面に立ててそこに旗丁番で門扉を吊り込む取付方法
の他にもいろいろな支持方法をヨーロッパなどのそここ
こで観ることができます。特に軸吊り方式の丁番は重量
のある扉に最も適した丁番として古くから使われていま
す。
　扉のデザインも、ロートアイアン(鍛鉄)の特徴的な組立
技法を理解すれば、単に四方枠の中に模様を入れるだ
けのデザインに捕らわれる必要はありません。

D251B

■　開き方による種類

　●　親子
　両開きの一種で、左右の扉巾が異なるものを言います。片開きにす
るには少し巾がありすぎるが、左右対称の両開きにするには１枚が狭
くなりすぎて使い勝手が悪いとき、よく利用されます。 では

右側が普段開閉に使われ、左扉は普段落し
棒で固定されています。
　駐車場などの開口の広い親子扉では、車の
出入りに使う巾の広い扉のほうを普段固定し、
狭い扉を普段の人の出入に使ったりもします。

図D251B

D251C

　●　片開き
　比較的幅の狭い門扉には、１枚の扉が開閉するだけの
「片開き」がよく使われます( )。図D251A、写真D251C

090.05.000 000.30.350(40X40)

000.30.051(25X8)

009.40.025(14X14)

949.40.025(14X14)

323.02.000

324.02.000
錠ケース: 798.04.000
プロファイル: 799.04.000

001.40.026+
000.30.026(16X16)

000.30.026(16X16)
002.40.026+000.30.026(16X16)402.04.000

405.04.000

000.30.350(40X40)

000.30.282(30X8)

000.30.257(80X80) 140.04.015

会社概要

門扉に利用する
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D252

●　両開き
　左右対称の２枚の扉が開閉する門扉で、最もポピュラーなタイ
プです。閉まった時、中央で両方の扉がぴったり合うように製作
施工するのが理想です( )。
　大型なもの、巾のあるものでは、床面にレールを設けて、上を
扉に取り付けた車輪が転がる構造にしたりしますが、施工精度
が一層要求されます。開け放しの状態で使用する機会の多い場
合は、不用意に動かないよう、開いた時のポジションでの固定方
法も重要な要素です。

図D252B

D252B

151.05.000

586.20.044(20X8)
の一部

062.05.000

000.30.046(40X8)100X100X3.2t

406.04.000

000.30.026(16X16)

064.05.000

006.40.216(16X8)の一部

000.30.028(25X25)

000.30.051(25X8)ダブル

000.30.044(25X8)

錠ケース: 798.04.000
プロファイル: 799.04.000
ハンドル: 325.02.000,326.02.000 

D252A

　大型の両開き門扉では、支柱(門柱)を のよう
な断面の大きなものにしたり、上部にアーチで橋渡しをし
て強い構造にした中に扉を吊り込むことも多くあります。

写真D252C

D252C

　ロートアイアンの格子扉とい
うと、外部の門扉を一番に思
いつかれる方が多いと思いま
す。ロートアイアンの本場ヨー
ロッパ各地では建物内部にも
普通にロートアイアン製の扉
が付いていて、今まで室内で
鉄を使うことの少なかった日本
でもだんだん目につくように
なってきました。
　 は住宅の階段下
スペースを利用した収納庫の
扉です。密閉する必要の少な
い場所や通路などでロートア
イアンの扉が利用できる例で
す。一方 はビル内
に出店している店舗のもので、
風雨を避ける必要もなく、空調
もフロア共通なので、このよう
に密閉性のない格子戸が採用
されています。

写真D252D

写真D252E

D252D D252E

■　建物内部の扉


	D214
	D215
	D216
	D217
	D231-n
	D232-n
	D233-n
	D234-n
	D251
	D252

